
告

示

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

伊
那
食
品
株
式
会
社

長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
元
大
島
五
千
四
百
六
十
二

番
地
五

食
品
加
工

平成™›年 月™›日 月曜日 第œŸ ˜号官 報

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
一
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二

十
一
条
の
四
十
八
第
二
項
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
（
昭

和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
四
条
の
二
の
五
第
二

項
、
第
四
条
の
二
の
十
二
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第

四
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一
条
の
四
第
八
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
第
二
十
一
条
の
四
十
八
第
二

項
に
規
定
す
る
登
録
検
定
機
関
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項

第
一
号
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
四

項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
六
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
二

第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
講
習
機
関
並
び
に
同
令
第
三
十

一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
登
録
認
定
機
関
と
し
て
登

録
し
た
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
か
ら
代

表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
消
防
法
第

二
十
一
条
の
四
十
八
第
三
項
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
第

四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
二
の
十
二
第
二
項
、

第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項
及

び
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令

第
一
条
の
四
第
二
十
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

襲
田

正
徳

二

変
更
の
日

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
八
号

日
本
国
政
府
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
六
日
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作
成
さ
れ
た
「
経
済
的
、
社
会
的
及
び

文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
の
批
准
書
を
寄
託
し

た
際
に
、
同
規
約
第
十
三
条
２
ç
及
び
è
の
規
定
の
適
用

に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
い
う
「
特
に
、
無
償
教
育

の
漸
進
的
な
導
入
に
よ
り
」
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
を
留

保
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
留
保
を
撤
回
す
る
旨
を
平
成
二

十
四
年
九
月
十
一
日
に
国
際
連
合
事
務
総
長
に
通
告
し

た
。よ

っ
て
、
日
本
国
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
か

ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
い
う
「
特
に
、
無
償
教
育
の
漸
進
的
な
導
入
に
よ
り
」

に
拘
束
さ
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
五
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
に
納
付
さ
れ
る
あ

へ
ん
の
収
納
価
格
を
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は
あ

へ
ん
に
含
有
さ
れ
る
モ
ル
ヒ
ネ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二

十
七
万
八
千
二
百
円
と
定
め
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
六
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十

一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
同
条

に
規
定
す
る
区
域
及
び
面
積
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
の

で
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

一

け
し
耕
作
者

栽

培

区

域

栽
培
面
積

北
海
道
名
寄
市

一
・
〇
〇
ア
ー
ル

岡
山
県
美
作
市

一
・
〇
〇
ア
ー
ル

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施

設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

改
正
）

第
三
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支

援
施
設
等
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め

る
。第

二
十
三
条
第
八
項
中
「
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
「
又
は
就
労
移
行
支
援
」
に
改

め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
削

る
。第

四
十
三
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加

え
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十

八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加

え
る
。

第
九
十
条
第
二
項
中
「
第
六
十
四
条
第
一
項
第
四
号

及
び
第
六
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び

第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
後

段
」
を
「
前
条
第
四
項
後
段
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
中
「
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
を「
当
分
の
間
」

に
改
め
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十

八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え

る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
六
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
二
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え

る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚

生
労
働
省
令
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
及
び
第
四
号
中
「
第
六
号
ロ
」を「
第

七
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
四
号
イ
^
」
を
「
第
四
号

イ
]
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
削

る
。第

三
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加

え
る
。

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
八
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十

四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加

え
る
。

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
九
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設

等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二

十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
号
中
「
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
」

を
「
第
二
十
四
条
の
十
二
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加

え
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労

働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
七
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
の
保
護
及

び
自
立
の
支
援
並
び
に
養
護
者
に
対
す
る
支
援
に

関
す
る
こ
と
（
大
臣
官
房
及
び
他
局
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）。
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